
日々のみことばの黙想と、主日礼拝の準備に……2026.5．18－5.24 

教会インスタグラムから、からしだねの毎日投稿が見られます。（教会 HP をチェック） 

「風は思いのままに吹く。あなたはその音を聞いても、それがどこから来

て、どこへ行くかを知らない。」（ヨハネ 3:8）●ヘブライ語の文字は子

音しかありません。神を表すときは「YHWH」と表記します。ヘブライ人

たちはそこに「肺から出てくる息」である母音を吹き入れることで言葉

を完成させます。神の霊である息（風）をヘブライ人たちは文字にしま

せんでした。霊（風）は神聖であり文字にはできないからです。私たち

の言葉が力を持つときも、紙に書いてある文字というよりも、それが人

の口から言葉として読み上げられるときです。神の息が吹き入れられ

た御言葉を毎週の礼拝の中で心して聞いてゆきましょう。 

「一同は賛美の歌を歌ってから、オリーブ山へ出かけた」(マルコ

14:26)●イエスさまは、十字架の前の主の晩餐の際、弟子たちと賛美

を歌いました。音楽は、神の言葉を人の心に届ける重要な「言葉の着

物」です。ルターによれば、音楽は人間の創作物ではなく「神の贈り

物」であると言います。天地創造を行った神さまは音楽を神の言葉を

人のうちに届け、心を動かすための道具として大切に創造し、私たちに

プレゼントしてくださったのです。ゆえに、私たちは毎週、神の言葉と音

楽によって「礼拝」を行います。イエスさまも音楽に乗せて賛美を歌い、

神の言葉を語ったことを思い出しましょう。 

「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫である。」(ヨハネ

15:1)●神はもともとご自分の選びの民であったイスラエルをぶどう

の木として植えました（エレミヤ 2:21）。しかし、イスラエルは実を結ば

ず捕囚という悲劇によって投げ捨てられました。それに代わる「まことの

ぶどうの木」がイエス・キリストによって実現しました。わたしたちはイエ

スさまという幹に繋がることで、初めて善き実りを結ぶことができます。

そして、ぶどうの木と農夫はイエスさまと神の関係をよく表しています。

ぶどうの木は実りを付けることで農夫を喜ばし、農夫は水を注ぎ枝の

手入れをすることで木を喜ばします。この、お互いが大切で必要不可



欠な信頼（愛）によって固く結ばれている関係こそが父なる神と御子イ

エス・キリストの関係です。 

「主は言われる『今こそ、心からわたしに立ち帰れ。断食し、泣き悲しん

で。衣を裂くのではなく、お前たちの心を引き裂け。』」（ヨエル 2:12）

●ヨエル書はイナゴの大災害に代表されるような主の日の破滅がイス

ラエルの人々の降りかかることが預言されています。そして、その破滅

の先で主なる神は「私に立ち返れ」と語ります。そして、「断食」という

人間の行いや功績に向かうのではなく、イエス・キリストの救いによって

肉の心が引き裂かれ、霊的な自分へと生まれ変わるようにと命じます。

わたしたちを破滅から回復させるのはキリストの福音の他ありません。 

「あなたたちの神、主に立ち帰れ。主は恵みに満ち、憐れみ深く、忍耐

強く、慈しみに富み、くだした災いを悔いられるからだ。」（ヨエル

2:13）●主なる神は、ご自分の民が苦しみ助けを求めるとき、必ずそ

れに応え憐れみを示してくださるお方です。民が主に立ち帰るならば、

それまで注いでいた裁きを“悔い改める”のです。そこには、ヤハウェの

神が人間からはなにも影響されない遠いところにいる神ではなく、いつ

も私たちの一挙手一投足を見守り、わたしたちに関わり対話し続けてく

ださる神の「人格的な」お姿が示されています。 

「その後、私はすべての人にわが霊を注ぐ。」（ヨエル 3:1）●キリスト

が昇天後に弟子たちに遣わした聖霊の預言がここでなされています。

私たちは聖霊の導きによってみことばを心で聴き、愛を実践することが

可能となります。ここで「すべての人」と語られていることには、自分の

ような最もふさわしくない者にも聖霊が遣わされた感動を受け取りた

いと思います。 

「これらのことを兄弟たちに教えるならば、あなたは、信仰の言葉とあな

たが守ってきた善い教えの言葉とに養われて、キリスト・イエスの立派

な奉仕者になります。」（Ⅰテモテ４：６）●パウロは若き牧師であるテ

モテに、教会牧会として何をすべきかを明確に指示しています。それは

「聖書の朗読」と「勧め（説教）」でした（13 節）。確かに熟練の牧師

は、それ以外にも多様なミニストリーを実践することで教会に奉仕する

ことができるでしょう。しかし、若く経験も未熟な牧師はあまり多くのこと

に手を伸ばすのではなく、教会の唯一絶対の規範である「聖書」に向

き合うことこそその務めであるということは重要な教えです。 


